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貧酸素水塊が分布を制限

貧酸素水塊が
再生産を阻害

底層ＤＯ基準値設定と対策実施が生物相回復のため喫緊の課題

(1) ＤＯ目標値設定

のための初期生活史
標準試験法の確立

(2) 貧酸素水塊が初

期生活史に及ぼす
影響の解析と評価

(3) 底層ＤＯ目標の

達成度評価手法の
開発

1. 初期生活史DO耐性試験法マニュアル作成 と底層ＤＯ目標値導出

2. DO目標値適用の水域区分提示（東京湾マコガレイ、三河湾アサリ）

3. 生活環境項目のためのCFDによる目標達成度評価手法の提案
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などの生態影響評価

東京湾産シャコOratosquilla oratoria の生育段階構造モデル
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感度解析で注目

1992年以降、

個体数が減少、昨年は出荷停止
大型個体は春、小型個体は夏に産卵。春生まれは着底率が低い

年 5 10 15 20
Year

2.5 10
7

5 10
7

7.5 10
7

1 10
8

1.25 10
8

1.5 10
8

1.75 10
8

2 10
8

Number

5 10 15 20

Year

2 10
7

4 10
7

6 10
7

8 10
7

1 10
8

Number

5 10 15 20

Year

2 10
7

4 10
7

6 10
7

8 10
7

1 10
8

Number

基準 投棄率×0.1漁獲率×0.1春生まれの
幼生生残率

×10

5 10 15 20

Year

2 10
7

4 10
7

6 10
7

8 10
7

1 10
8

Number

成体個体数

データ提供

水域区分

平成22～24年度環境研究総合推進費 

B-1003 貧酸素水塊が底棲生物に及ぼす影響評価手法と
底層DO目標の達成度評価手法の開発に関する研究 

（研究代表機関：独立行政法人国立環境研究所） 

＜本研究の成果＞ 

・初期生活史DO耐性試験系の開発と試験法の確立 

・底層DO目標値の導出と、科学合理性のある導出手法の提案 

・底層DO目標の達成度評価手法の検討とその統計学的検証 


